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JSP-1W(Ver.9.00), JSP-4W(Ver.9.00)『道路橋示方書・同解説（令和 7 年）』への対応について 

ＪＩＰテクノサイエンス株式会社 

１．概要 

道路橋示方書・同解説（令和 7 年 10 月）改定に対応しました。 

 

２．改定内容 

 (1) 鋼桁の耐力(断面力)照査／限界状態 1,2,3 への対応(限界状態 2,3 の塑性化後の状態を考慮) 

 (2) 鋼桁の最小腹板厚変更への対応 

 (3) 床版のコンクリートの制限値（σck=35,40）の追加  ※JSP-4W のみ 

 

３．JSP-1W,4W の対応 

 (1) 鋼桁の耐力(断面力)照査／限界状態 1,2,3 への対応(限界状態 2,3 の塑性化後の状態を考慮) 

 

 

 

 

 

 

  

※出典：日本道路協会 R7「道路橋示方書・同解説」に関する講習会資料 

曲げモーメントを受ける鋼桁の限界状態 

I 又は U 形断面の直線かつ水平補剛材がある場合 

開発中の画面のため変更される可能性があります。 



 (2) 鋼桁の最小腹板厚変更への対応 

 

 

鋼桁の最小腹板厚規定に準じて判定 

 

 

 (3) 床版のコンクリートの制限値（σck=35,40）の追加  ※JSP-4W のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ編 5.5 鋼桁 

5.5.3.2 腹板の板厚  表-5.5.1 鋼桁の最小腹板厚 

Ⅱ編 11.7.6 コンクリート系床版を有する鋼桁の限界状態 1 

11.7.6.2 床版  表-11.7.2 コンクリートの圧縮応力度の制限値(N/mm2) 

※σck 規定値間は直線補間 


